
＜競技について＞ 

 

 ・ １０レーンのタイムレースレース  オーバーザトップ方式 

 ・ ランキング表示あり 

 

 

＜９月８日（日）タイムスケジュール＞ 

時間 競技役員 選手・監督・保護者 

07：10 主任集合  

07：15 主任会議 (10’) <会議室>審判長 副審判長 各主任 チーム受付開始 

07：20 競技役員集合 選手・監督入館 

07：30 競技役員打ち合わせ (10’) <競技役員室>  

07：40  W-up 開始 

08：00  保護者入館 

08：07  一時全員退水 

08：10  公式スタート練習開始 

08：40  公式スタート練習終了 

08：50  W-up 終了 

08：50 プールセッティング（開会式 Ver.）レーンロープ調整 監督者会議 

09：10 開会式（有馬会長・若松会長・谷山審判長のみ）→レイアウトチェンジ（レース Ver.） 

09：25 競技役員 整列完了/インカムチェック（審判長→各主任） 

09：27 競技役員 入場 

09：30 競技 開始 

11：41 午前競技 終了 → 競技役員 退場なし 

12：27 競技役員 スタンバイ完了/インカムチェック（審判長→各主任） 

12：30 午後競技 開始 

14：42 競技 終了 → 競技役員 退場(13：41) →レイアウトチェンジ（閉会式 Ver.） 

 閉会式準備が整うまでプールサイドおよび競技役員室の片付け（ご協力をお願いします） 

14：55 閉会式（プールサイドへの整列をお願いします） 

15：00 終礼（反省等ありますので、できるだけ参加してください） 解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜開会式までの主な係の仕事分担＞ 

折返観察員…各レーンの監視 

     （特に入水の際，飛び込むことがないように見張っていてください。スタ

ート台右側より足から静かに入水となっています） 

泳法審判員…プールサイド監視・公式スタート練習時の整列 

出発合図員…公式スタート練習時の出発合図 

通 告 員…各種連絡通告・原稿確認 

場 内 指 令…入館前の整理および入館時の誘導 

招 集…招集所セッティング 



＜主な係の詳細＞ ※ 大会当日に内容の変更があることがあります。臨機応変な対応をお願いします。 

係 名 特記すべき内容 

審判長・副審判長 〈審判長１名＋リザーブ１名〉×２交代 

・オーバーザトップ方式（リレー、背泳ぎは除く）   

・ホイッスルパターン（競技進行状況を見ながら調整）基本は【パターン A】 

【パターン A】最終泳者がゴールタッチしたらショートホイッスル 

【パターン B】最終泳者の頭が５m ラインを通過したらしたらショートホイッスル 

 

出発合図員 ・公式スタート練習を実施 8 時 10 分〜8 時 30 分（20 分間）  

泳法審判員 
・両サイドに２名（ターンの際は 5m ラインの中まで入り込む） 

 

折返監察員 ・基本１人１レーン担当ですが…臨機応変に人数を変えてもらっても構いません 

・各レーン後方に椅子を配置 

・バックスタート直前の足の確認後、すぐに体を起こす 

・バックストロークレッジの着脱 

 

計時員 ＜担当レーン＞ 補助員…9 時 25 分 中央階段下集合 

通告員 ・前の組が泳いでいるときに次の組をコールする 

招集員 
・（競技進行が早い場合）各種目の競技開始時刻の１分前に入場させる 

・ロゴマークのチェック（特にキャップ、違反する場合はキャップを交換させるか、裏返させる。） 

リゾリューション 

デスク 

＜リレーオーダー＞受付 

・リレーオーダーは「Resolution」にチェックを入れ，切り取り、控えを各チームへ渡す。 

上部は記録室へ 

＜棄権届およびプログラム訂正＞受付 

・用紙の下の左欄の「リゾリューション」にチェックを入れる →  記録室へ 

受付・場内指令 ＜受 付＞ 

・チーム受付開始時刻  ７時 20 分〜 

・入館時刻および場所 ＜選手、監督、引率者＞ 7 時 30 分 飛込プール横階段 

           ＜保護者・一般観覧者＞ 8 時 00 分 飛込プール横階段 

＜場内指令＞ 

・各チームの入館前の整理および入館時の誘導 

・保護者の入館前の整理および入館時の誘導               

［場内指令配置ポイント（固定場所）］1〜2 名（可能であれば２名） 

更衣室入り口  招集所（できれば大人）  サブプール入り口 

監視救護 ・常時，メインプール２名 サブプール 1 名 ※ 競技役員入場の前に配置完了 

 


